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軍用地を生活と生産の場に！

　
二
十
世
紀
は
戦
争
の
世
紀
だ
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
父

が
日
中
戦
争
に
動
員
さ
れ
、
叔
父
が
赤
道
直
下
の
小
島

で
玉
砕
し
た
記
憶
を
持
っ
て
い
て
も
、
自
分
に
は
経
験

が
な
い
。
戦
争
が
何
を
も
た
ら
す
か
を
知
る
に
は
沖
縄

戦
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
思
わ
れ
る
。
と

こ
ろ
で
、
戦
争
の
記
憶
も
風
化
し
た
と
い
わ
れ
る
が
果

た
し
て
そ
う
か
？
二
通
り
の
意
味
で
そ
う
で
は
な
い
と

思
う
。
一
つ
は
風
化
し
て
い
る
の
は
私
た
ち
自
身
の
感

性
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。
与
え
ら
れ
る
平
和
学
習

を
受
け
取
る
だ
け
に
終
わ
ら
せ
て
い
な
い
か
？
想
像
力

を
働
か
せ
掘
り
出
す
努
力
を
惜
し
ん
で
は
い
ま
い
か
？

記
憶
を
現
在
に
生
か
す
の
は
私
た
ち
次
第
だ
と
思
う
。

宝
物
は
無
尽
蔵
に
あ
る
。
も
う
一
つ
は
平
和
を
求
め
る

と
は
反
対
の
立
場
で
記
憶
を
作
り
変
え
現
代
に
蘇
ら
せ

る
動
き
か
ら
思
う
こ
と
で
あ
る
。沖
縄
で
は
昨
年
、平
和

記
念
資
料
館
展
示
物
の
改
竄
が
図
ら
れ
、今
夏
、石
川
県

内
で
ひ
め
ゆ
り
学
徒
隊
と
刻
銘
し
た
大
東
亜
聖
戦
大
碑

が
建
立
さ
れ
た
。
文
部
省
は
二
〇
〇
二
年
度
か
ら
の
教

科
書
で
沖
縄
戦
の
記
述
削
減
を
ね
ら
っ
て
い
る
ら
し
い
。

沖
縄
開
発
庁
が
進
め
て
い
る
沖
縄
戦
資
料
収
集
整
理
事

業
の
行
方
も
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
。

　
そ
れ
に
し
て
も
沖
縄
戦
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。
最

近
読
ん
だ
『
逃
げ
る
兵
』（
渡
辺
憲
央
著
・
マ
ル
ジ
ュ
社
）

は
兵
士
一
人
一
人
の
姿
を
克
明
に
記
録
し
て
い
て
、
軍

の
論
理
は
住
民
ば
か
り
で
な
く
兵
士
を
も
守
ら
な
い
こ

と
が
よ
く
伝
わ
る
も
の
だ
っ
た
。
　
　
　（
野
口
裕
子
）
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一
二
月
一
五
日
に
、普
天
間
飛
行
場
内
の
共
有
地

主
に
対
し
、那
覇
防
衛
施
設
局
か
ら
配
達
証
明
便
と

普
通
便
で
意
見
書
提
出
依
頼
の
文
書
が
送
ら
れ
て
き

ま
し
た
。
九
〇
年
・
九
五
年
に
続
い
て
三
回
目
の
こ

と
で
す
の
で
、会
員
の
多
く
は
ご
存
じ
の
こ
と
と
思

い
ま
す
が
、こ
の
文
書
は
那
覇
防
衛
施
設
局
が
私
た

ち
の
共
有
地
に
対
し
て
強
制
使
用
の
手
続
き
を
開
始

し
た
と
い
う
こ
と
で
す
（
囲
み
参
照
）。

　
意
見
書
提
出
依
頼
の
文
書
は
、那
覇
防
衛
施
設
局

が
総
理
大
臣
に
強
制
使
用
の
認
定
を
申
請
す
る
際

に
、
地
主
の
意
見
書
の
添
付
が
必
要
な
た
め
に
、
地

主
に
対
し
て
意
見
書
の
提
出
を
求
め
て
き
て
い
る
も

の
で
す
。地
主
が
提
出
し
な
く
て
も
別
な
書
類
を
添

付
し
て
申
請
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
無
視
し
て
も
手
続
き
は
進
み
ま
す
。
し
か
し
、

地
主
の
立
場
か
ら
、強
制
使
用
に
対
し
公
式
に
意
見

を
述
べ
る
機
会
で
す
。意
見
書
の
様
式
は
自
由
で
す

の
で
、
基
地
・
日
米
安
保
・
強
制
使
用
に
反
対
す
る

各
人
の
思
い
を
自
由
に
書
い
て
く
だ
さ
い
。提
出
方

法
等
に
つ
い
て
は
、沖
縄
現
地
の
一
坪
反
戦
地
主
会

か
ら
の
お
知
ら
せ
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、沖
縄
現
地
の
一
坪
反
戦
地

主
会
に
協
力
し
な
が
ら
、次
の
よ
う
な
意
見
書
提
出

行
動
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
御
参
加
く
だ
さ
い
。

二
〇
〇
一
年
一
月
一
一
日
（
木
）

　
午
後
三
時
三
〇
分
　
集
合

　
防
衛
庁
・
防
衛
施
設
庁
正
門
前
（
市
ヶ
谷
）

　
連
絡
先
　090-3910-4140

（
要
確
認
）

　　
特
措
法
の
再
改
悪
で
、共
有
地
の
強
制
使
用
に
対

す
る
闘
い
は
厳
し
い
状
況
で
す
が
、諦
め
る
こ
と
な

く
、
強
制
使
用
を
許
さ
な
い
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

普
天
間
共
有
地

　
強
制
使
用
手
続
き
開
始

　2002年9月2日に国の使用期限が切れる米軍那覇港
湾施設（那覇軍港、57ha）内の0.04ha（3筆、7人）と
普天間飛行場（481ha）内の1.23ha（17筆、710人）の
土地をめぐり、那覇防衛施設局は12月 15日、再改悪
米軍用地特措法に基づく強制使用手続きに着手し、契
約拒否地主（計717人、うち一坪反戦地主は697人）に
対し、意見照会文書を送った。2基地内の契約拒否地
主の土地は1998年５月の県収用委の裁決で、同年9月
から4年間の強制使用が認定されていた。
　これまで那覇市が提供を拒否してきた土地（那覇軍
港内　1.5ha、普天間飛行場内　0.39ha）は強制使用対
象から初めて除外された。
　（沖縄タイムス・琉球新報の記事を参考にした。編集部）

沖
縄
県
収
用
委
員
会

　
公
開
審
理
　
第
一
回

　
　
二
〇
〇
一
年
一
月
一
七
日

午
前
一
〇
時
〜

水
産
会
館
（
那
覇
市
）

　
二
〇
〇
一
年
三
月
に
使
用
期
限
が
切
れ
る
米

軍
楚
辺
通
信
所
（
通
称
・
象
の
オ
リ
、
読
谷
村
）

と
牧
港
補
給
地
区
（
浦
添
市
）
の
一
部
土
地
を

め
ぐ
る
強
制
使
用
手
続
き
で
、
契
約
を
拒
否
し

て
い
る
地
主
側
と
起
業
者
の
那
覇
防
衛
施
設
局

の
双
方
か
ら
意
見
を
聴
取
す
る
沖
縄
県
収
用
委

員
会
・
公
開
審
理
の
第
一
回
は
、
二
〇
〇
一
年

一
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
二
回
目
は
二

月
二
三
日
の
予
定
。
第
三
回
目
の
日
程
は
未
定

で
す（
時
間
・
場
所
等
詳
細
は
裏
表
紙
を
参
照
）。

　
第
一
回
は
防
衛
施
設
局
か
ら
の
意
見
聴
取
、

第
二
回
は
知
花
昌
一
さ
ん
の
意
見
陳
述
、
第
三

回
は
古
波
蔵
豊
さ
ん
の
陳
述
が
そ
れ
ぞ
れ
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。傍
聴
は
誰
で
も
可
能
で
す
。多

く
の
皆
さ
ま
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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二
〇
〇
〇
一
年
度
　

　
　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
　
総
会

　
沖
縄
・
一
坪
反
戦
地
主
会
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、

二
〇
〇
一
年
一
月
一
七
日
（
日
）
に
総
会
を
開
き
ま

す
。
今
年
は
、
希
望
の
多
か
っ
た
日
曜
日
の
開
催
で

す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
な
お
、
記

念
講
演
の
演
者
は
知
花
昌
一
さ
ん
で
す
（
時
間
・
場

所
等
詳
細
は
裏
表
紙
を
参
照
）。

　
活
動
報
告
、
会
計
報
告
、
予
算
案
の
説
明
な
ど
に

加
え
て
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
規
約
の
改
正
を
提
案
し
ま

す
（
次
頁
参
照
）。
主
な
変
更
点
は
、
会
計
年
度
を

実
状
に
会
わ
せ
て
、
一
月
一
日
か
ら
に
し
た
こ
と
、

運
営
委
員
と
は
別
に
会
計
監
査
を
お
く
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、九
六
年
の
総
会
で
承
認
さ
れ
た
暫
定
的
年

会
費
二
千
円
を
規
約
通
り
年
千
円
に
戻
し
、
一
方
、

会
費
に
含
め
て
い
た
『
一
坪
反
戦
通
信
』
の
購
読
料

を
別
立
て
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
本
誌
で
も
再
三
説

明
し
て
き
ま
し
た
よ
う
に
、会
費
未
納
者
へ
の
本
誌

発
送
費
用
が
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
構
造
的
赤
字
の
原

因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
改
善
措
置
で
す
。関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
強
化
と
本
誌
を
は
じ
め
と
す
る
情

報
発
信
体
制
の
強
化
の
た
め
、会
員
の
皆
さ
ま
の
ご

理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
運
営
委
員
会
）

・
一
月
一
五
日
（
土
）　
新
宿
西
口

沖
縄
米
軍
基
地
の
県
内
移
設
反
対
　
情
宣
活
動

・
二
月
五
日
（
土
）　
中
野
商
工
会
館

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
　
総
会
・
記
念
講
演

講
師
　
安
里
秀
雄
（
違
憲
共
闘
会
議
事
務
局
長
）

・
二
月
二
○
日
（
日
）　
銀
座
数
寄
屋
橋

名
護
市
長
リ
コ
ー
ル
運
動
支
援
　
街
頭
情
宣

・
三
月
五
日
（
日
）　
銀
座
・
数
寄
屋
橋

名
護
支
援
　
街
頭
情
宣
・
カ
ン
パ
活
動

・
三
月
一
二
日
（
日
）
新
宿
西
口
、
銀
座
数
寄
屋
橋

三
・
一
七
沖
縄
・
名
護
に
新
た
な
米
軍
基
地
を
つ
く
ら

せ
な
い
大
集
会
　
統
一
宣
伝
行
動
　

・
三
月
一
七
日
（
金
）　
日
比
谷
野
外
音
楽
堂

三
・
一
七
沖
縄
・
名
護
に
新
た
な
米
軍
基
地
を
つ
く
ら

せ
な
い
大
集
会

金
城
睦
（
平
和
市
民
連
絡
会
　
代
表
世
話
人
）

東
恩
納
琢
磨
（
十
区
の
会
代
表
代
行
）

・
三
月
二
一
日
（
火
）　
東
京
地
裁

「
思
い
や
り
予
算
」
違
憲
訴
訟
　
第
１
０
回
口
頭
弁
論

・
四
月
二
日
（
日
）　
銀
座
・
数
寄
屋
橋

名
護
市
長
リ
コ
ー
ル
運
動
支
援
　
街
頭
情
宣

・
四
月
二
一
日
（
金
）
〜
二
九
日
（
土
）

沖
縄
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
二
〇
〇
〇

東
京
南
部
、
西
部
、
北
部
、
東
部
、
練
馬

埼
玉
、
神
奈
川
、
宮
城
、
千
葉
、
三
多
摩

・
五
月
一
五
日
（
月
）　
外
濠
公
園

沖
縄
「
復
帰
」
二
八
周
年
　
五
・
一
五
集
会

城
間
勝
（
一
坪
反
戦
地
主
会
　
事
務
局
長
）

・
六
月
一
〇
日
（
水
）　
渋
谷
勤
労
福
祉
会
館

今
こ
そ
損
賠
法
の
制
定
を
　
全
国
集
会

・
七
月
一
九
（
水
）
〜
二
一
日
（
木
）　
沖
縄

嘉
手
納
基
地
包
囲
／
平
和
交
流
会

・
七
月
二
八
日
（
金
）　
東
京
地
裁

　「
思
い
や
り
予
算
」
違
憲
訴
訟
　
第
１
１
回
口
頭
弁
論

・
八
月
一
〇
日
（
木
）　
中
野
商
工
会
館

「
命
を
守
る
会
」
東
京
行
動
報
告
集
会

金
城
祐
治
代
表
、
宮
城
保
事
務
局
長
　
他
三
名

ヘ
リ
基
地
反
対
協
　
安
次
富
浩
共
同
代
表

　
　
主
催
　
命
を
守
る
会

・
九
月
一
八
日
（
月
）　
神
楽
坂
ス
キ
ャ
ッ
ト

南
北
朝
鮮
統
一
問
題
　
学
習
会

　
講
師
　
宋
世
一
（
在
日
韓
国
民
主
統
一
連
合
）

・
九
月
二
三
日
（
土
）

あ
し
ば
祭
（
出
展
）

・
九
月
二
八
日
（
木
）　
中
野
勤
労
福
祉
会
館

十
区
の
会
　
署
名
提
出
行
動
＆
交
流
会

主
催
　
十
区
の
会

 

関
西
・
思
い
や
り
予
算
　
高
裁
判
決

・
一
〇
月
一
四
日
（
土
）　
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

改
悪
特
措
法
の
も
と
で
ど
う
闘
う
か
　
学
習
会

報
告
　
安
里
秀
雄

・
一
一
月
三
日
（
金
）　
亀
戸
中
央
公
園

団
結
ま
つ
り
（
出
店
）

・
一
一
月
一
七
日
（
金
）　
東
京
地
裁

「
思
い
や
り
予
算
」
違
憲
訴
訟
　
判
決

二
〇
〇
〇
年
度

　
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
　
活
動
記
録
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沖縄一坪反戦地主会関東ブロック　規約　改正案（2001年 1月 17日）

第一条　（名称と性格）
　本会は、沖縄・一坪反戦地主会関東ブロックと称し、一坪反戦地主会のブロックの一つである。
第二条　（会員）
　会員は、一坪反戦地主で、原則として関東に在住する者とする。
第三条　（総会）
　総会は、関東ブロック全体の意志決定機関であって、原則として年一回開催する。
第四条　（役員）
　1.　運営委員は、総会で選出し、任期は一年とするが、再任は妨げない。
　2.　運営委員の中に代表、事務局長、会計をおく。
第五条　（運営委員会）
　運営委員会は、運営委員で構成し、随時開催して関東ブロックの活動を具体的に推進する。
第六条　（会費）
　関東ブロックの会費は一人年間千円とする。
第七条　（会計年度）
　関東ブロックの会計年度は、1月1日に始まり、12月 31日までとする。
第八条（会計監査）
　会計監査をおき、任期は一年とする。

関東ブロック規約（1988年 3月 26日の総会で承認）
　
　第一条　（名称と性格）
　本会は、沖縄・一坪反戦地主会関東ブロックと言い、一坪反戦地主会のブロックの一つである。
　第二条　（会員）
　１．一坪反戦地主で関東に在住するもの。
　２．共有地が確定し、登記が終了するまでの間、暫定的に通信会員をおく。
　第三条（組織）
　１．ブロック総会
　　ブロック総会はブロック全体の意志決定機関であって、原則として年一回開催する。
　２．運営委員会
　　運営委員会は運営委員で構成し、随時開催してブロック活動を具体的に推進する。
　第四条（役員）
　　運営委員（若干名、会計と監査を含む）は総会で選出し、任期は一年とする。再任を妨げない。
　第五条（会費）
　　ブロックの会費は一人年間千円とする。
　第六条（会計年度）
　　ブロックの会計年度は、4月1日に始まり、翌年の3月末までとする。
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私
の
住
む
安
部
（
あ
ぶ
）
の
隣
に
、
三
原
（
み
は
ら
）

と
い
う
行
政
区
（
字
〔
あ
ざ
〕）
が
あ
る
。
安
部
を
は
じ

め
近
隣
の
汀
間
（
て
い
ま
）
や
瀬
嵩
（
せ
だ
け
）
が
、
沖

縄
貝
塚
時
代
（
一
〇
世
紀
以
前
）
や
古
琉
球
と
呼
ば
れ
る

時
代
（
一
六
〇
九
年
の
島
津
の
侵
入
以
前
）
の
遺
跡
を
持

ち
、一
七
世
紀
頃
か
ら
歴
史
書
に
も
登
場
す
る
古
い
ム
ラ

（
集
落
）
で
あ
る
の
に
比
べ
、
今
年
で
創
設
七
五
年
の
き

わ
め
て
若
い
字
で
あ
る
。

　
二
見
（
ふ
た
み
）
以
北
一
〇
区
の
う
ち
、
三
原
を
含
む

四
区
（
他
に
二
見
、
大
川
〔
お
お
か
わ
〕、
底
仁
屋
〔
そ

こ
に
や
〕）
は
、
屋
取
（
ヤ
ー
ド
ゥ
イ
）
集
落
と
呼
ば
れ

る
。
い
ず
れ
も
、
一
八
七
九
（
明
治
一
二
）
年
の
廃
藩
置

県（
琉
球
処
分
と
言
っ
た
ほ
う
が
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
に
は

わ
か
り
や
す
い
）
後
、
王
府
に
仕
え
て
い
た
士
族
た
ち
が

職
を
失
い
、や
ん
ば
る
各
地
に
入
植
し
て
形
成
さ
れ
た
集

落
だ
。
も
と
も
と
は
古
い
ム
ラ
の
一
部
で
、
本
ム
ラ
の
地

主
か
ら
土
地
を
借
り
て
耕
作
し
た
り
、
杣
山
（
そ
ま
や

ま
。
王
府
管
理
下
の
入
会
林
。
後
に
県
有
林
や
村
有
林
と

な
る
）の
一
部
を
開
墾
し
た
り
し
て
生
活
し
て
い
た
人
々

が
、
少
し
ず
つ
土
地
を
買
い
取
り
、
人
口
も
増
え
て
、
本

ム
ラ
か
ら
分
立
し
、新
し
い
字
を
創
設
し
た
と
い
う
経
緯

を
持
っ
て
い
る
。
入
植
当
初
は
、
里
に
住
む
こ
と
が
で
き

ず
、
山
奥
で
暮
ら
し
、
次
第
に
里
に
下
り
て
き
た
と
い
う

人
々
も
少
な
く
な
い
。

　
三
原
は
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
、
汀
間
の
一
部

で
あ
っ
た
シ
ネ
ー
ガ
チ
、
ミ
チ
ェ
ー
ガ
チ
、
ゲ
ー
ヤ
と
い

う
三
つ
の
ハ
ル
（
原
）
を
分
離
し
て
創
設
さ
れ
た
の
で
、

そ
の
名
が
付
い
た
と
い
う
。三
原
で
存
命
の
最
長
老
で
あ

る
シ
ネ
ー
ガ
チ
の
ソ
ウ
エ
イ
お
じ
ぃ
（
一
九
〇
七
〔
明
治

四
〇
年
〕
生
ま
れ
）
に
よ
る
と
、
ム
ラ
や
青
年
会
の
行
事

の
度
に
、三
原
か
ら
汀
間
の
本
ム
ラ
ま
で
行
く
の
は
た
い

へ
ん
な
の
で
、
県
に
お
願
い
し
て
分
字
の
運
び
と
な
っ

た
。

　
沖
縄
戦
時
か
ら
戦
後
の
一
時
期
、三
原
も
近
隣
集
落
と

同
じ
よ
う
に
、
中
南
部
か
ら
の
疎
開
・
避
難
民
で
あ
ふ
れ

た
。
一
九
四
六
年
に
は
三
原
小
学
校
が
開
設
さ
れ
、
そ
れ

ま
で
、遠
く
離
れ
た
瀬
嵩
の
久
志
小
学
校
ま
で
通
っ
て
い

た
三
原
の
子
ど
も
た
ち
は
、
不
便
か
ら
解
放
さ
れ
た
が
、

せ
っ
か
く
近
く
に
学
校
が
で
き
た
の
に
、行
政
区
が
違
い

校
区
が
異
な
る
た
め
、
山
を
越
え
て
、
遠
い
嘉
陽
（
か
よ

う
）小
学
校
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
ど
も
た
ち
が

い
た
。
安
部
ム
ラ
の
一
部
で
あ
っ
た
ア
ブ
マ
タ
、
お
よ
び

嘉
陽
ム
ラ
の
一
部
で
あ
っ
た
カ
ヨ
ー
マ
タ
に
住
む
子
ど
も

た
ち
だ
っ
た
。

　
両
地
域
と
も
、そ
れ
ぞ
れ
の
本
ム
ラ
と
は
山
を
隔
て
た

屋
取
の
集
落
で
あ
る
。
こ
の
不
合
理
を
解
消
す
る
た
め

に
、
翌
一
九
四
七
年
、
こ
の
両
地
域
が
三
原
に
編
入
さ
れ

た
。
現
在
の
三
原
は
、
と
て
も
範
囲
が
広
く
、
山
々
の
間

に
人
家
の
点
在
す
る
散
在
集
落
を
成
し
て
い
る
。

　
当
初
の
三
原
で
あ
っ
た
三
つ
の
地
域
は
、そ
れ
ぞ
れ
シ

ネ
ー
ガ
チ
マ
タ
、
ミ
チ
ェ
ー
ガ
チ
マ
タ
、
ゲ
ー
ヤ
マ
タ
と

も
呼
ば
れ
る
。
マ
タ
と
は
、
山
と
山
に
挟
ま
れ
た
谷
間
の

こ
と
だ
。
そ
こ
に
は
小
さ
な
川
が
流
れ
、
川
と
山
に
寄
り

添
う
よ
う
に
、
人
々
は
暮
ら
し
を
紡
い
で
い
る
。
各
マ
タ

は
、
い
ず
れ
も
汀
間
川
の
支
流
で
あ
り
、
細
長
く
、
奥
が

深
い
。

　
私
の
友
人
が
働
い
て
い
る
、那
覇
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
に
持
ち
込
ま
れ
た
古
本
の
中
に
、現
在
は
廃
刊
に
な
っ

た
郷
土
月
刊
誌
『
青
い
海
』
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
あ

り
、
そ
の
一
冊
に
お
も
し
ろ
い
の
が
あ
っ
た
、
と
見
せ
て

も
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。「
ふ
る
さ
と
の
お
も
い
で
」
と

い
う
欄
に
掲
載
さ
れ
た
そ
の
短
文
は
、
当
銘
（
と
う
め
）

由
金
さ
ん
と
い
う
人
の
手
に
よ
る
も
の
で
、「
幼
い
こ
ろ

の
山
間
僻
地
で
生
活
し
た
楽
し
い
思
い
出
」を
書
い
て
い

る
（
一
九
七
七
年
三
・
四
月
号
）。
地
域
名
は
書
い
て
い

な
い
が
、
内
容
か
ら
見
る
と
、
ア
ブ
マ
タ
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
の
よ
う
だ
。

　「
家
の
両
側
は
高
い
山
々
に
囲
ま
れ
（
中
略
）
空
は
細

長
い
も
の
と
思
い
込
ん
で
い
た
」
と
い
う
。
嘉
陽
尋
常
小

学
校
に
通
う
た
め
に
、
川
を
九
回
も
渡
り
（
戦
前
は
、
橋

は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
）、
山
を
登
り
降
り
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
時
々
は
イ
ノ
シ
シ
に
も
出
会
っ
た
こ
と
、「
川

底
の
小
さ
な
石
が
一
つ
一
つ
数
え
ら
れ
る
ほ
ど
に
澄
み

き
っ
た
小
川
」、エ
ビ
や
カ
ニ
や
ウ
ナ
ギ
な
ど
の
川
の
幸
、

イ
チ
ゴ
、
ギ
ー
マ
や
テ
カ
チ
の
実
（
い
ず
れ
も
木
の
実
）

な
ど
山
の
幸
の
豊
か
さ
・
・
・
・
を
語
り
つ
つ
、
最
後
に

こ
う
結
ん
で
い
る
。

　「
…
…
昔
の
面
影
は
な
く
な
っ
た
。
澄
み
き
っ
た
清
ら

か
な
小
川
も
に
ご
っ
て
エ
ビ
、
カ
ニ
も
少
な
く
な
り
、
こ

ん
も
り
茂
っ
て
い
た
木
々
も
少
な
く
な
っ
て
、も
と
の
自

　【
連
載
】　

や
ん
ば
る
便
り
　
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
島
悦
子
（
ヘ
リ
基
地
い
ら
な
い
二
見
以
北
十
区
の
会
）
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然
の
美
し
さ
・
楽
し
さ
を
思
い
出
す
た
び
に
、
文
明
の
持

つ
暗
い
面
に
一
抹
の
寂
し
さ
を
感
ず
る
も
の
で
あ
る
」

　
少
な
く
と
も
現
在
の
三
原
住
民
で
は
な
い
こ
の
人
が
、

今
も
存
命
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、こ
の
文
が
書
か

れ
た
時
か
ら
、
さ
ら
に
二
〇
年
以
上
経
っ

た
現
在
の
ふ
る
さ
と
は
、
彼
の
目
に
ど
う

映
る
だ
ろ
う
か
。

　
七
六
〜
七
七
年
頃
と
言
え
ば
、
沖
縄
の

日
本
復
帰
後
の
公
共
工
事
ラ
ッ
シ
ュ
が
、

や
ん
ば
る
ま
で
押
し
寄
せ
、
沖
縄
海
洋
博

の
関
連
工
事
や
、
福
地
ダ
ム
を
は
じ
め
と

す
る
、
や
ん
ば
る
の
ダ
ム
建
設
が
盛
ん

だ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
「
山
間
僻
地
」

に
ま
で
立
派
な
道
路
が
で
き
、
河
川
改
修

が
行
な
わ
れ
、
橋
が
架
か
り
、「
文
明
」
の

持
つ
「
明
る
い
面
」
が
強
調
さ
れ
た
時
期

で
も
あ
っ
た
ろ
う
。

　
そ
の
頃
よ
り
も
、
現
在
の
三
原
は
、
川

の
濁
り
も
減
り
、
木
々
も
再
生
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。そ
れ
は
、住
む
人

が
減
り
、過
疎
化
が
進
ん
だ
か
ら（
残
念
な

が
ら
、こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、人
は
自
然
の

破
壊
者
で
し
か
な
か
っ
た
）
で
も
あ
ろ
う

が
、
再
生
や
回
復
の
難
し
い
も
の
も
多
い
。

三
原
の
多
く
の
人
が
今
も
嘆
く
の
は
、
福

地
ダ
ム
か
ら
中
南
部
に
水
を
送
る
た
め
の

導
水
管
が
、
こ
の
地
域
の
山
々
を
掘
削
し
て

通
さ
れ
た
た
め
に
、
水
が
涸
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
。
減

反
政
策
と
も
あ
い
ま
っ
て
、か
つ
て
は
久
志
地
域
で
最
大

規
模
を
誇
っ
た
三
原
の
水
田
も
、ま
っ
た
く
姿
を
消
し
て

し
ま
っ
た
。

　
今
で
も
、
天
気
の
い
い
日
は
、
毎
日
畑
に
出
る
と
い
う

ソ
ウ
エ
イ
お
じ
ぃ
の
家
は
、シ
ネ
ー
ガ
チ
川
に
沿
っ
た
道

を
溯
っ
た
マ
タ
の
い
ち
ば
ん
奥
に
あ
る
。
戦
前
は
、
さ
ら

に
上
流
沿
い
に
四
〜
五
軒
あ
っ
た
と
い
う
。家
の
前
を
流

れ
る
川
の
中
に
、
テ
ナ
ガ
エ
ビ
の
姿
が
見
え
る
。
昔
に
比

べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
減
っ
た
と
い
う
が
、都
会
の
子
ど
も
が

見
た
ら
、
大
騒
ぎ
し
て
喜
び
そ
う
だ
。

　
ソ
ウ
エ
イ
お
じ
ぃ
は
、
こ
の
マ
タ
か
ら
「
ど
こ
に
も

行
っ
た
こ
と
が
な
い
」
こ
と
を
、
と
て
も
誇
り
に
し
て
い

る
。「
自
分
は
体
が
小
さ
か
っ
た
か
ら
（
徴
兵
検
査
で
不

合
格
に
な
り
）、
戦
争
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
戦
争
を
す

る
の
は
、
頭
が
悪
く
て
、
欲
が
深
い
か
ら

だ
よ
」

　
ウ
ー
ン
、
実
に
鋭
い
ナ
ァ
…
…
と
感
心

し
て
い
る
私
に
、
さ
ら
に
た
た
み
か
け
る

よ
う
に
、「
儲
け
に
も
行
か
な
か
っ
た
（
こ

の
地
域
で
も
、
か
つ
て
は
本
土
へ
の
出
稼

ぎ
や
海
外
移
民
が
多
か
っ
た
）。
内
地
に

行
っ
た
の
は
旅
行
だ
け
」と
胸
を
張
る
。若

い
頃
は
、
い
ろ
い
ろ
と
家
庭
の
事
情
が
厳

し
く
、出
る
に
出
ら
れ
な
か
っ
た（
学
校
も

尋
常
科
＝
小
学
校
六
年
ま
で
し
か
行
っ
て

い
な
い
）
と
も
言
え
る
の
だ
が
、「
何
も
無

理
す
る
必
要
は
な
い
ん
だ
よ
」
と
言
う
表

情
は
、晴
れ
晴
れ
と
し
て
い
る
。山
深
い
こ

の
マ
タ
に
生
ま
れ
、
そ
こ
に
根
を
張
っ
て

生
き
抜
い
て
き
た
九
四
歳
（
年
が
明
け
る

と
、
数
え
年
で
お
じ
ぃ
は
九
五
歳
に
な
る
）

の
笑
顔
が
ま
ぶ
し
か
っ
た
。

　
シ
ネ
ー
ガ
チ
マ
タ
と
同
じ
く
ら
い
奥
深

い
ア
ブ
マ
タ
の
、
こ
れ
ま
た
い
ち
ば
ん
奥

に
住
む
の
は
、
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年

生
ま
れ
の
ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
だ
。
こ
の
地
域

の
七
〇
代
は
、
バ
リ
バ
リ
の
働
き
手
で
、
ユ
ー
ス
ケ
さ
ん

も
現
役
の
み
か
ん
農
家
。子
ど
も
た
ち
は
独
立
し
て
外
に

出
て
い
る
の
で
、夫
婦
二
人
の
静
か
な
暮
ら
し
を
楽
し
ん

で
い
る
。

絵：比嘉明子
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ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
宅
の
前
を
流
れ
る
福
地
川（
汀
間
川
の
支
流
で
、

ア
ブ
マ
タ
ガ
ー
と
も
言
う
）
を
も
う
少
し
川
沿
い
に
溯
っ
た
と
こ

ろ
に
、
昭
和
の
初
め
ご
ろ
ま
で
、
水
車
（
ミ
ジ
グ
ル
マ
ー
）
が
あ
っ

た
と
い
う
。サ
ト
ウ
キ
ビ
を
搾
っ
て
製
糖
す
る
た
め
の
も
の
だ
。そ

の
後
、
栽
培
す
る
キ
ビ
の
種
類
が
従
来
よ
り
も
大
き
な
も
の
に
変

わ
り
、
水
車
で
は
搾
り
切
れ
な
く
な
っ
た
の
で
、
牛
車
（
牛
や
馬

に
引
か
す
）
に
な
っ
た
。
砂
糖
は
い
い
換
金
作
物
だ
っ
た
が
、
製

造
は
一
九
三
九
〜
四
〇
（
昭
和
一
四
〜
一
五
）
年
頃
ま
で
で
打
ち

切
ら
れ
た
。
戦
時
体
制
に
入
り
、
供
出
の
た
め
の
食
糧
増
産
が
強

い
ら
れ
た
か
ら
だ
。「
三
井
・
三
菱
の
儲
け
の
た
め
に
働
か
さ
れ
た
」

と
、
ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
は
、
昨
日
の
こ
と
を
悔
し
が
る
よ
う
に
言
う
。

　
新
た
な
米
軍
基
地
建
設
の
話
が
、「
経
済
振
興
」
と
セ
ッ
ト
で
持

ち
込
ま
れ
て
き
て
い
る
け
れ
ど
、
か
つ
て
の
戦
争
を
見
て
き
た

ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
の
目
に
は
、
あ
の
時
と
同
じ
に
見
え
る
。
お
金
は

自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
に
は
落
ち
な
い
し
、
儲
か
る
の
は
、
も
と
も

と
カ
ネ
や
権
力
を
持
っ
て
い
る
者
た
ち
だ
け
だ
。

　
そ
れ
よ
り
、
今
で
も
既
存
の
米
軍
基
地
の
影
響
で
海
や
山
が
壊

さ
れ
、
漁
業
が
成
り
立
た
な
く
な
っ
て
い
る
の
に
、
い
っ
そ
う
海

が
汚
染
さ
れ
、
騒
音
や
さ
ま
ざ
ま
な
被
害
が
出
て
く
る
こ
と
が
心

配
だ
。

　
新
た
な
基
地
建
設
の
た
め
の
代
替
施
設
協
議
会
な
ど
が
回
を
重

ね
、
既
成
事
実
化
さ
れ
て
い
き
そ
う
な
現
状
を
心
配
す
る
私
に
、

ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
は
、
き
っ
ぱ
り
と
「
基
地
は
造
れ
な
い
よ
」
と
断

言
し
た
。
そ
の
確
信
に
満
ち
た
口
調
は
、「
ど
う
し
て
？
」
と
尋
ね

る
こ
と
さ
え
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

　
心
を
洗
う
よ
う
な
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
聞
き
、谷
の
奥
深
く
、し
っ

と
り
と
抱
か
れ
た
庭
に
咲
き
競
う
色
と
り
ど
り
の
花
々
を
見
て
い

る
と
、ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
の
言
葉
が
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
気
が
し
て
、

私
は
お
み
や
げ
に
い
た
だ
い
た
み
か
ん
（
カ
ー
ブ
チ
ー
と
い
う
種

類
の
お
い
し
い
み
か
ん
）
を
胸
に
抱
き
、
ユ
ー
ス
ケ
さ
ん
宅
を
辞

し
た
。

カンパのお願い

沖縄はこれでいいのか市民の会
共同代表　黒島善市、平良研一、上里和美

　千年紀の変わり目、益々ご健勝の事とご推察いたします。
　時節柄、公私共にご多忙中の折とは思いますが、協力方お願い申し上げます。
　さて、私達はこのほど｢沖縄はこれでいいのか市民の会｣という運動体を作りました。私達は那覇市長選挙
を取り組む時、｢那覇市長選挙で負けたら、浦添（那覇軍港移設問題）も名護(普天間移設問題)も追い詰めら
れてしまい、日本政府の思惑通りにされてしまいかねない。それを跳ね返すためには市民グループはもとよ
りあらゆる団体の力を那覇へ｣と決意し、取り組みました。しかし、結果は周知の通りであります。この手痛
い敗北を受け、さまざまな観点から総括がなされました。その最も大きな反省点の一つに市民グループの結
集が不充分だった事が挙げられました。
　浦添への軍港計画はベトナム戦争最中の1966年に米軍が立案している事が米軍文書によって明らかになっ
ています（1999.11．琉球新報･真喜志さん投稿）。今、誰もこれ以上の基地は要らないと言っているにもかか
わらず、何故か基地の押し付けがどんどん進んで行くという状況を何としても変えねばなりません。その為
には持てる総力を浦添に結集し、『軍港移設反対』の意思を不動のものとし、辺野古への新基地建設、基地の
タライ回しを許さないという、圧倒的多数の当たり前の声を当たり前に見えるようにする必要があります。
「沖縄はこれでいいのか市民の会」はこの目的を達成するため、浦添市内のあらゆる場所で辻説法を行ない、
考え得るすべての方法で旋風を巻き起こすつもりです。出費多々の折り、誠に恐縮ですが、趣旨をご理解の
上、活動のための資金カンパをよろしくお願いいたします。

振込口座 普通預金口座番号　288-482　店番　330 琉球銀行　安波茶支店
名義　沖縄はこれでいいのか市民の会　　代表　黒島善市
　1口　1,000円（何口でも可）

連絡先　 那覇軍港の浦添移設に反対する市民の会気付　浦添市仲間1-1-5-203
　TEL（098）879-5400　　FAX(098)879-5402
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『
“
隣
人
”
の
素
顔
』

  

フ
ェ
ン
ス
の
内
側
か
ら
見
た
米
軍
基
地

　
　
　
　
　
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
沖
縄
放
送
局
編

　　
世
界
の
憲
兵
を
自
認
し
て
る
米
軍
が
、
沖
縄
の
米
軍

基
地
内
で
ど
ん
な
訓
練
を
し
た
り
、
ど
こ
か
で
紛
争
が

起
こ
っ
た
り
戦
争
の
気
配
を
感
じ
た
と
き
に
は
、
直
ち

に
出
動
で
き
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
準
備
を
日
常
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
班
が
米
軍
の
基
地
内
に

入
っ
て
、
詳
し
く
報
告
し
た
の
が
、
こ
の
本
で
あ
る
。
気

づ
い
た
こ
と
二
、
三
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　　
１
　
六
日
間
の
野
営
訓
練

　「
隊
員
は
Ｍ
１
６
ラ
イ
フ
ル
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、背
の
う

と
い
う
標
準
的
な
装
備
で
、
チ
ー
ム
ご
と
に
ス
タ
ー
ト

地
点
を
駆
け
だ
し
て
い
く
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
す
る
よ
う
な

ス
ピ
ー
ド
で
」
出
発
す
る
。
彼
ら
は
五
時
間
に
わ
た
り
、

三
十
余
の
障
害
物
を
踏
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
川

を
渡
り
、
赤
土
の
泥
水
を
く
ぐ
り
抜
け
、
高
さ
三
メ
ー

ト
ル
、幅
一
メ
ー
ト
ル
五
十
セ
ン
チ
の
壁
を
こ
え
る
。一

人
で
は
不
可
能
な
の
で
、
十
三
人
の
チ
ー
ム
が
協
力
し

て
何
度
も
地
面
に
転
げ
落
ち
な
が
ら
も
ト
ラ
イ
す
る
。

成
功
す
る
と
、
チ
ー
ム
の
兵
隊
は
拍
手
し
て
祝
う
。
個

人
と
協
力
と
連
帯
の
訓
練
が
、
泥
を
濡
れ
鼠
に
な
っ
て

続
行
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
訓
練
が
、
海
兵
隊
を
中
心
に
年
間
六
千

人
の
兵
士
が
受
け
て
い
る
と
い
う
。

　
北
部
訓
練
場
は
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
の
合
意
で
、
総
面
積
の
半

分
以
上
が
返
還
さ
れ
る
。
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
ま
だ
四

千
ヘ
ク
タ
ー
ル
近
く
の
広
大
な
土
地
が
残
る
の
で
、
訓

練
に
は
何
の
支
障
も
な
い
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
米
軍

で
は
、
北
部
訓
練
場
の
名
称
を
廃
止
し
て
、「
ジ
ャ
ン
グ

ル
戦
闘
訓
練
セ
ン
タ
ー
」
と
い
っ
て
い
る
。

　　
２
　
艦
隊
病
院

　
こ
の
本
に
は
、
当
然
の
よ
う
に
、「
返
還
が
合
意
さ
れ

た
普
天
間
基
地
」「
米
軍
の
港
湾
施
設
」「
極
東
最
大
の

米
軍
基
地
、
カ
デ
ナ
」
な
ど
の
内
部
か
ら
の
報
告
が
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、「
有
事
の
備
え
」
の
項
目
の
中
に
、
あ

ま
り
耳
に
し
な
い
「
艦
隊
病
院
」
と
言
う
文
字
が
飛
び

込
ん
で
き
た
。
単
純
に
赤
十
字
の
マ
ー
ク
を
つ
け
た
病

院
船
か
と
思
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
く
、
米
軍
に
は
重

要
な
施
設
で
あ
っ
た
。

　「
艦
隊
病
院
と
は
、有
事
に
組
み
立
て
て
使
用
す
る
野

戦
病
院
の
装
備
一
式
の
こ
と
だ
。
平
時
に
基
地
の
倉
庫

に
眠
っ
て
い
る
」
が
、
病
院
の
機
能
が
全
て
整
っ
て
い

る
。「
医
師
・
看
護
婦
の
い
な
い
幽
霊
病
院
と
例
え
た
方

が
わ
か
り
や
す
い
」
と
い
う
。
沖
縄
で
は
、
キ
ャ
ン
プ

瑞
慶
覧
と
ホ
ワ
イ
ト
ビ
ー
チ
に
配
備
さ
れ
て
い
る
。

　「
艦
隊
病
院
は
五
百
床
の
ベ
ッ
ト
を
持
ち
、有
事
の
際

に
設
置
す
る
。
移
動
が
可
能
で
、
す
ぐ
運
べ
る
の
が
最

大
の
利
点
だ
。
前
方
配
備
の
意
味
か
ら
沖
縄
に
置
い
て

い
る
」
と
、
米
軍
の
担
当
者
は
い
う
。
五
百
床
の
病
院

の
規
模
は
、
医
師
七
十
人
が
勤
務
し
て
い
る
県
立
中
部

病
院
（
具
志
川
市
）
に
相
当
す
る
。
し
か
も
、
こ
の
艦

隊
病
院
に
は
、
補
給
を
受
け
な
く
て
も
、
六
十
日
間
活

動
で
き
る
物
資
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
い
う
。当
然
だ
が
、

湾
岸
戦
争
に
は
事
前
配
備
さ
れ
て
い
た
艦
隊
病
院
が
活

動
し
た
。

　　
３
　
日
米
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
先
取
り

　
湾
岸
戦
争
で
は
、
二
百
三
十
隻
の
う
ち
多
数
の
民
間

の
船
舶
も
チ
ャ
ー
タ
ー
さ
れ
て
米
軍
の
軍
事
物
資
を
輸

送
し
た
と
い
う
。
米
軍
は
海
運
会
社
と
三
年
か
ら
五
年

単
位
で
契
約
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
。「
有
事
に
な
れ
ば

民
間
の
船
で
あ
っ
て
も
前
線
へ
向
か
う
可
能
性
が
あ
る
。

船
員
に
特
別
手
当
て
を
支
給
す
る
が
、
基
本
的
に
前
線

へ
の
派
遣
を
拒
否
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
船
長
は

い
う
。
日
本
人
の
船
員
も
乗
船
し
て
い
る
の
に
違
い
な

い
。

　
ト
ラ
ッ
ク
十
台
ほ
ど
が
、「
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」

（
爆
発
物
）と
ス
テ
ッ
カ
ー
の
貼
ら
れ
た
コ
ン
テ
ナ
を
積

み
、
米
軍
の
天
願
桟
橋
で
待
機
し
て
い
た
と
い
う
。「
車

体
に
は
沖
縄
の
民
間
運
送
会
社
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
」

　
一
九
九
八
年
六
月
、
カ
デ
ナ
弾
薬
庫
で
の
軍
事
演
習

で
、
ミ
サ
イ
ル
や
弾
薬
を
運
び
出
し
て
軍
用
機
に
装
填

す
る
ま
で
の
確
認
訓
練
に
三
百
五
十
人
が
参
加
し
た
。

NHK出版刊　本体2,200円
2000年 4月 25日発行
ISBN4-14-080504-8

【
本
の
紹
介
】
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「
こ
の
う
ち
三
十
人
は
日
本
人
従
業
員
だ
っ
た
。
弾
薬
庫
の

業
務
は
危
険
で
機
密
事
項
も
多
い
が
、日
本
人
が
米
軍
の
活

動
を
日
常
的
に
支
え
て
い
る
。」

　
日
米
の
戦
争
協
力
は
、以
前
か
ら
隠
れ
た
場
所
で
内
密
に

進
行
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　４
　「
良
き
隣
人
」
の
た
め
に

　
少
女
暴
行
事
件
の
二
年
後
、
基
地
司
令
部
は
「
外
交
政
策

部
」（
通
称
「
Ｇ
５
」）
を
設
置
し
た
と
い
う
。
在
沖
マ
ス
コ

ミ
各
社
の
取
材
に
応
じ
る
報
道
部
が
お
か
れ
、海
兵
他
の
ほ

か
ア
メ
リ
カ
人
や
日
本
人
ス
タ
ッ
フ
も
働
い
て
い
る
。
ス

タ
ッ
フ
は
、
沖
縄
の
地
方
紙
の
中
か
ら
、「
海
兵
隊
に
関
す

る
新
聞
記
事
を
全
て
翻
訳
し
、
各
部
隊
に
配
布
。
基
地
問
題

に
つ
い
て
の
県
民
感
情
を
正
確
に
把
握
す
る
の
が
、Ｇ
５
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
。

　
米
国
防
総
省
は
、ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
重
要
拠
点
を
失

う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
、
日
本
通
の
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ラ
ン
大
佐
を
、
そ
の
責
任
者
に
任
命
し
た
。
彼

は
、普
天
間
基
地
の
あ
る
市
の
新
年
の
つ
ど
い
に
積
極
的
に

参
加
し
た
り
、私
宅
で
開
い
た
パ
ー
テ
ィ
ー
に
米
軍
基
地
を

抱
え
る
自
治
体
の
首
長
を
招
待
し
て
「
良
き
隣
人
」
に
な
ろ

う
と
つ
と
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
稲
嶺
知
事
が
誕
生
し
て
以

来
、
Ｇ
５
は
積
極
的
に
地
域
と
交
流
す
る
行
事
を
計
画
し
、

実
行
に
参
加
し
て
い
る
と
い
う
。

　
そ
の
よ
う
な
小
手
先
の
こ
と
で
、命
ど
ぅ
宝
の
精
神
を
売

り
渡
す
は
ず
も
な
い
が
、
米
軍
が
基
地
を
維
持
す
る
た
め

に
、彼
ら
が
何
を
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と

だ
。

　
回
し
読
み
し
て
、討
論
の
機
会
に
で
も
し
た
ら
ど
う
か
と

思
う
。    

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
石
田
甚
太
郎
）

11.28 県収用委、米軍用地強制使用で契約拒否地主側と那覇防衛施設局の意見聴取
11.29 「代替施設協議会」第4回会合。政府、騒音など生活環境への影響予測について報告
11.30 那覇市親泊革新市政16年に幕

「琉球王国のグスク及び関連遺産群」の世界遺産登録
日本平和大会沖縄国際シンポジウム

12.2 防衛施設局、辺野古沖で藻場調査開始
自然の権利シンポジウム2000「沖縄ジュゴンは生き残れるのか」

　 自然の権利基金、日本環境法律家連盟、世界自然保護基金日本委員会の三団体主催
12.5 第 2次森改造内閣発足、沖縄・行革相に橋本竜太郎
12.6 岸本名護市長、久志13区代表らと初会合
12.7 新嘉手納爆音訴訟の第2回口頭弁論、原告側、飛行差し止め主張
12.8 国、普天間代替で滑走路2400メートルを想定　県議会一般質問で知事公室長言及
12.10 稲嶺県政満2年
12.12 那覇市長・翁長雄志、市有地契約・自衛官募集・日の丸掲揚の意向、市議会代表質問で

MV22オスプレイ、米ノースカロライナ州で墜落、乗員4人全員が死亡
12.14 米大統領選、ブッシュで確定

名護市長がオスプレイ配備に反対、市議会で答弁
12.15 那覇港湾施設・普天間飛行場内の土地に対し強制使用手続きに着手、意見照会文書送付

SACO関係経費として総額164億円余追加要求。普天間代替調査費に2億800万円を初計上
12.16 「ジュゴンシンポジウム」（東京）
12.18 運輸省、県が申請していた中城湾港泡瀬地区の公有水面埋め立て事業を認可
12.19 中城湾港泡瀬地区の埋め立て事業を県が承認
12.20 コザ暴動30周年

普天間基地所属のCH46ヘリコプター二機が佐賀県の休耕田に不時着
岩国基地所属FA18ホーネットが部品落とす

12.21 名護市民投票3周年　名護市役所包囲行動
12.23 徹底討論会「普天間基地移設問題の現在を問う」（名護）

基地・沖縄関連ニュースクリップ　2000年 11月 25日～



2000年 12月 28日　　　　　　　　　　一坪反戦通信　No.119　　　　　　　【毎月1回　28日発行】 （10）

四  

「
地
籍
明
確
化
法
」
の
背
景
と
立
法
経
過

　
日
本
政
府
は
、
沖
縄
返
還
の
時
点
に
お
い
て
、
お
そ

ら
く
五
年
も
あ
れ
ば
全
地
主
と
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で

き
る
と
踏
ん
で
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
一
九

七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
一
月
一
日
現
在
、
別
表
（
注
・

省
略
　
編
集
部
））の
と
お
り
な
お
四
九
〇
人
の
未
契
約

地
主
が
存
在
し
た
。「
公
用
地
法
」
は
一
九
七
七
年
（
昭

和
五
二
年
）
五
月
一
四
日
で
失
効
す
る
。
そ
の
時
こ
れ

ら
の
土
地
は
地
主
に
返
還
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
、
嘉
手
納
基
地
、
牧
港
補
給
基
地
、

航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
等
、
米
軍
・
自
衛
隊
の
重
要
基

地
を
含
め
、
米
軍
五
五
基
地
中
二
五
基
地
に
、
自
衛
隊

二
九
基
地
中
六
基
地
の
中
に
点
在
し
て
い
た
。
こ
れ
ら

の
土
地
を
返
還
す
る
と
な
る
と
、
沖
縄
の
基
地
機
能
が

麻
痺
状
態
と
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
た
。

　
政
府
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
土
地
は
ど
う
し
て
も

確
保
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
政
府
は
地
主
の
同
意

を
得
る
た
め
に
、あ
ら
ゆ
る
手
段
を
と
っ
て
い
た
が
、全

地
主
と
の
契
約
は
、
ま
ず
不
可
能
と
い
わ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。

　
か
く
し
て
政
府
は
、
再
び
沖
縄
の
基
地
を
確
保
す
る

た
め
の
新
し
い
法
律
を
必
要
と
す
る
に
い
た
っ
た
。

　
そ
れ
が
「
地
籍
明
確
化
法
」
で
あ
っ
た
。

　
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
一
日
、「
地
籍

明
確
化
法
」
案
は
、
衆
議
院
に
お
い
て
可
決
さ
れ
、
参
議

院
に
送
付
さ
れ
た
。

　
そ
の
附
則
六
項
で
は
、「
公
用
地
法
」
二
条
一
項
但
書

中
「
五
年
」
を
「
一
〇
年
」
に
改
め
る
旨
が
定
め
ら
れ
て

い
た
。

　
と
こ
ろ
が
参
議
院
に
お
い
て
右
法
律
案
を
審
議
中
に
、

一
九
七
七
年（
昭
和
五
二
年
）五
月
一
四
日「
公
用
地
法
」

に
よ
る
「
暫
定
使
用
権
」
の
存
続
期
間
が
満
了
し
、「
公

用
地
法
」
二
条
一
項
に
基
づ
く
「
暫
定
使
用
権
」
は
消
滅

し
た
。

　「
公
用
地
法
」
に
基
づ
く
「
暫
定
使
用
権
」
の
消
滅
は
、

政
府
も
こ
れ
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
五
日
、
参
議
院

内
閣
委
員
会
に
お
い
て
、
真
田
秀
夫
内
閣
法
制
局
長
官

は
、
政
府
統
一
見
解
と
し
て
「（「
公
用
地
法
」）
第
二
条

第
一
項
但
書
の
期
間
は
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
第
二
条
に

よ
る
権
限
は
な
い
。
従
っ
て
第
四
条
に
よ
る
返
還
の
義

務
が
あ
る
。
五
月
一
五
日
以
降
も
、
返
還
す
る
ま
で
は
国

は
管
理
す
る
義
務
と
権
限
が
あ
り
、
そ
れ
に
必
要
な
行

為
を
適
法
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
基
準
に
照
ら

し
て
適
法
な
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
」
と
表
明
し
た
。

　
ま
た
野
党
委
員
（
日
本
共
産
党
）
と
真
田
長
官
・
三
原

防
衛
庁
長
官
と
の
間
で
は
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二

年
）
五
月
一
五
日
、
参
議
院
内
閣
委
員
会
で
、
次
の
よ
う

な
応
酬
が
行
な
わ
れ
た
（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
昭
和
五
二
・

五
・
一
六
）。

内
藤
功
委
員

　
一
五
日
以
降
も
、（
土
地
を
）
返
還
す
る
ま
で
は
国
は

管
理
す
る
義
務
と
権
限
が
あ
る
と
い
う
が
、
誰
の
た
め

に
管
理
す
る
の
か
。

真
田
長
官

　（
土
地
）
所
有
者
本
人
の
た
め
で
あ
る
。

内
藤
委
員

　
何
の
た
め
に
す
る
の
か
。

真
田
長
官

　
民
法
の
趣
旨
を
生
か
す
た
め
に
管
理
し
た
い
。

内
藤
委
員

　
地
主
の
希
望
・
意
向
を
最
大
限
尊
重
す
る
の
か
。

真
田
長
官

　
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
て
管
理
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

内
藤
委
員

　
自
衛
隊
・
軍
事
基
地
を
と
ど
め
る
た
め
の
管
理
で
な

く
返
還
の
た
め
の
管
理
と
み
て
よ
い
か
。

真
田
長
官

　
自
衛
隊
基
地
と
し
て
使
用
す
る
権
限
は
な
い
。

内
藤
委
員

　（
政
府
が
言
う
新
法
律
成
立
ま
で
の
）
つ
な
ぎ
基
地
を

維
持
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
か
。

真
田
長
官

　（
土
地
を
）
返
還
せ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
の

で
、
そ
の
手
続
は
進
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

内
藤
委
員

　
地
主
の
た
め
に
、
返
還
す
る
た
め
の
管
理
と
い
う
こ

と
に
、
厳
正
に
限
っ
て
ゆ
く
と
い
う
指
示
は
し
た
の
か
。

三
原
防
衛
庁
長
官

 

　
具
体
的
な
指
示
は
し
て
い
な
い
。（
し
か
し
）
基
地
の

使
用
に
つ
い
て
も
演
習
・
訓
練
な
ど
積
極
的
な
使
用
は

【
連
載
】

　
　
　
　
　
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
　（
５
）
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し
て
は
な
ら
な
い
。
所
有
者
が
自
分
の
土
地
を
見
た
い

と
言
っ
た
場
合
は
丁
重
に
や
れ
と
伝
え
て
い
る
。

　
一
方
、沖
縄
基
地
で
は
、一
九
七
七
年（
昭
和
五
二
年
）

五
月
一
八
日
午
後
一
時
過
（「
地
籍
明
確
化
法
」
が
成
立

す
る
の
は
、
同
日
の
午
後
一
〇
時
過
で
あ
る
）、
契
約
拒

否
地
主
四
世
帯
が
米
軍
基
地
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ー
ル
ズ
内

に
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
一
台
を
持
ち
込
み
、
土
地
を
耕
し
、

ニ
ン
ニ
ク
を
植
え
、
ア
ヒ
ル
二
羽
を
放
し
た
う
え
、「
防

衛
施
設
庁
と
ア
メ
リ
カ
軍
に
告
ぐ
。
こ
こ
は
私
の
土
地

で
す
。
許
可
な
く
、
立
ち
入
り
、
使
用
を
禁
ず
。
反
戦
地

主
会
、
島
袋
善
祐
」
と
記
載
し
た
立
看
板
を
打
ち
立
て

た
。（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、
昭
和
五
二
・
五
・
一
九
）

　
ま
た
、
那
覇
市
で
は
、
同
年
同
月
一
六
日
、
反
戦
地
主

上
原
太
郎
さ
ん
ら
九
人
が
、
航
空
自
衛
隊
那
覇
基
地
内

に
立
ち
入
っ
た
が
、
一
七
日
も
午
後
二
時
か
ら
自
衛
隊

と
防
衛
施
設
局
職
員
の
案
内
で
“
不
法
占
拠
”
の
続
く

自
分
の
土
地
を
踏
ん
だ
。
こ
の
日
の
立
ち
入
り
は
地
主

９
人
に
弁
護
士
一
人
を
含
む
一
〇
人
…
…
地
主
一
行
は

午
後
四
時
二
〇
分
、
那
覇
市
具
志
四
六
、
農
業
上
原
正
義

さ
ん
の
土
地
（
三
〇
〇
坪
）
で
む
し
ろ
を
広
げ
持
参
の
弁

当
・
菓
子
・
お
茶
な
ど
を
口
に
し
な
が
ら
「
祖
父
の
土
地

で
い
つ
で
も
こ
う
し
て
く
つ
ろ
げ
る
日
が
必
ず
や
っ
て

く
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
一
方
、
自
衛
隊
員
た
ち
は
地
主

側
の
動
き
を
遠
巻
き
に
み
な
が
ら
無
線
機
片
手
に
連
絡

を
取
り
合
っ
て
い
た（
沖
縄
タ
イ
ム
ス
、昭
和
五
二
・
五
・

一
九
）。

　
沖
縄
県
及
び
那
覇
市
も
、「
暫
定
使
用
権
」
が
消
滅
し

た
土
地
に
つ
き
立
入
調
査
を
行
っ
た
。

　
す
な
わ
ち
、
五
月
一
七
日
に
は
那
覇
市
が
、
同
年
五
月

一
八
日
に
は
沖
縄
県
が
そ
れ
ぞ
れ
牧
港
住
宅
地
区
に
立

ち
入
り
、
市
有
地
・
県
有
地
に
つ
き
、
調
査
を
行
っ
た
。

　
以
上
の
よ
う
な
経
過
を
経
た
後
、
一
九
七
七
年
（
昭
和

五
二
年
）
年
五
月
一
八
日
午
後
一
〇
時
一
一
分
、「
地
籍

明
確
化
法
」
は
、
参
院
本
会
議
で
可
決
成
立
し
た
。
政
府

は
、
同
法
を
即
日
施
行
、「
公
用
地
法
」
の
失
効
に
よ
る

四
日
間
の
「
不
法
占
拠
」
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
と
し

て
、
同
日
付
で
官
報
掲
載
の
手
続
を
と
っ
た
。

五  

「
地
籍
明
確
化
法
」
に
よ
る
土
地
使
用
に
つ
い
て
の

政
府
の
見
解

　
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
八
日
の
「
地
籍

明
確
化
法
」
の
立
法
に
よ
り
、
政
府
は
「
公
用
地
法
」
二

条
一
項
一
号
所
定
の
「
暫
定
使
用
権
」
は
、
そ
の
存
統
期

間
が
当
初
の
「
五
年
」
か
ら
「
一
〇
年
」
に
延
長
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
そ
の
根
拠
は
、
那
覇
地
方
裁
判
所
一
九
七
七
年
（
昭
和

五
二
年
）（
ワ
）
第
九
五
号
軍
用
地
返
還
請
求
事
件
（
原

告
平
安
常
次
ほ
か
七
名
、
被
告
国
間
）
に
お
け
る
被
告
国

の
主
張
に
よ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
（
同
事

件
に
お
け
る
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
七
月
一
九
日

付
準
備
書
面
〈
第
四
回
〉
お
よ
び
一
九
七
七
年
（
昭
和

五
二
年
）
一
一
月
一
日
付
準
備
書
面
〈
第
五
回
〉
よ
り

引
用
）。

　「
暫
定
使
用
法
二
条
及
び
同
法
施
行
令
一
条
は
、
同
法

二
条
一
項
一
号
に
掲
げ
る
土
地
の
う
ち
同
法
の
施
行
の

際
当
該
土
地
に
つ
い
て
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
有
す
る
使

用
の
権
限
が
「
賃
借
権
の
取
得
に
つ
い
て
（
一
九
五
九
年

高
等
弁
務
官
布
令
第
二
〇
号
）」
に
基
づ
い
て
い
る
も
の

（
以
下「
施
行
令
一
条
一
号
に
掲
げ
る
土
地
」と
い
う
）に

つ
い
て
、
同
法
の
施
行
の
日
（
昭
和
四
七
年
五
月
一
五

日
）
か
ら
五
年
間
国
に
お
い
て
こ
れ
を
使
用
で
き
る
と

規
定
し
て
い
た
」。

　「
と
こ
ろ
で
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
八

日
制
定
、
施
行
さ
れ
た
『
沖
縄
県
の
区
域
内
に
お
け
る
位

置
境
界
不
明
地
域
内
の
各
筆
の
土
地
の
位
置
境
界
の
明

確
化
等
に
閣
す
る
特
別
措
置
法
』（
昭
和
五
二
年
法
律
第

四
〇
号
）、
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
」
附
則
六
項
に
お

い
て
、
暫
定
使
用
法
二
条
一
項
た
だ
し
書
中
「
五
年
」
を

「
一
〇
年
」
に
改
正
す
る
旨
定
め
ら
れ
、
同
改
正
に
伴
い
、

同
日
『
暫
定
使
用
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
』

（
昭
和
五
二
年
政
令
第
一
五
三
号
）
を
も
っ
て
同
施
行
令

一
条
一
号
中
「
五
年
」
と
あ
る
の
を
「
一
〇
年
」
に
改
正

さ
れ
、
更
に
同
改
正
に
従
い
、
同
日
『
防
衛
施
設
庁
告
示

第
五
号
』
を
も
っ
て
一
九
七
二
年
（
昭
和
四
七
年
）
四
月

二
七
日
防
衛
施
設
庁
告
示
第
七
号
（
沖
縄
に
お
け
る
公

用
地
等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第

一
号
の
土
地
に
つ
い
て
の
告
示
）
及
び
同
年
五
月
一
一

日
防
衛
施
設
庁
告
示
第
八
号
（
沖
縄
に
お
け
る
公
用
地

等
の
暫
定
使
用
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
一
号

の
土
地
及
び
工
作
物
に
つ
い
て
の
告
示
）
中
「
五
年
」
と

あ
る
を
「
一
〇
年
」
と
改
め
る
旨
告
示
さ
れ
た
か
ら
、
施

行
令
一
条
一
号
に
該
当
す
る
土
地
の
暫
定
使
用
権
の
存

続
期
間
は
、
暫
定
使
用
法
施
行
の
日
か
ら
一
〇
年
に
延

長
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。」

　「
暫
定
使
用
法
二
条
一
項
た
だ
し
書
の
改
正
の
経
緯
及

び
特
措
法
附
則
六
項
の
文
書
・
体
裁
に
照
ら
す
と
、
右
附

則
を
も
っ
て
、
暫
定
使
用
法
施
行
の
際
五
年
の
暫
定
使

用
権
を
設
定
す
る
対
象
土
地
を
定
め
た
暫
定
使
用
法
施

行
令
一
条
一
号
及
び
防
衛
施
設
庁
長
官
（
昭
和
四
七
年

四
月
二
七
日
第
七
号
及
び
同
年
五
月
二
日
第
八
号
）
に

つ
い
て
暫
定
使
用
法
の
改
正
に
対
応
す
る
使
用
期
間
に

係
る
改
正
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
当
初
存
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続
期
間
を
五
年
と
す
る
暫
定
使
用
権
が
設
定
さ
れ
た
土

地
に
つ
き
、
右
期
間
の
経
過
に
よ
り
い
っ
た
ん
消
滅
し

た
暫
定
使
用
権
を
復
活
さ
せ
、
そ
の
存
続
期
間
を
暫
定

使
用
法
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
〇
年
を
越
え
な
い

範
囲
に
延
長
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
た
も
の
と
解
す
べ
き

で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
各
土
地
に
つ
き
暫
定
使
用
法
及

び
暫
定
使
用
法
施
行
令
の
施
行
に
よ
り
期
間
を
五
年
と

す
る
使
用
権
が
設
定
さ
れ
、
特
措
法
附
則
六
項
が
制
定

施
行
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
伴
い
暫
定
使
用
法
施

行
令
一
条
一
号
及
び
前
記
防
衛
施
設
庁
長
官
告
示
に
つ

き
使
用
期
間
を
五
年
か
ら
一
〇
年
に
延
長
す
る
改
正
が

な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
本
件
各
土
地
に
対
す
る
暫
定

使
用
権
も
復
活
し
た
も
の
で
あ
る
。」「
公
用
地
法
」
お
よ

び
「
地
籍
明
確
化
法
」
に
よ
る
本
件
土
地
等
の
使
用
に
つ

い
て
の
、
右
の
よ
う
な
政
府
見
解
は
、
原
告
の
到
底
承
服

し
難
い
も
の
で
あ
る
。
以
下
六
に
お
い
て
、
右
の
よ
う
な

政
府
見
解
に
対
す
る
原
告
の
反
論
を
詳
述
す
る
。

六  

「
地
籍
明
確
化
法
」
に
よ
る
土
地
使
用
の
違
憲
性

１  

「
暫
定
使
用
権
」
の
消
減

（
一
）「
公
用
地
法
」
に
基
づ
く
「
暫
定
使
用
権
」
は
、
一

九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
一
五
午
前
零
時
の
到

来
に
よ
っ
て
消
減
し
た
。
そ
し
て
「
公
用
地
法
」
が
実
質

的
に
時
限
立
法
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
は
一
応
お
く

と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
土
地
の
使
用
権
取
得
に
関
す

る
部
分
（
同
法
二
条
）
が
、
五
年
を
経
過
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
法
的
効
力
を
有
し
な
く
な
り
、
政
府
と
原
告
ら

土
地
所
有
者
と
の
法
的
関
係
は
、
原
告
の
土
地
返
還
請

求
権
と
政
府
の
土
地
返
還
義
務
、
原
状
回
復
義
務
の
関

係
（
同
法
四
条
）
を
残
す
の
み
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　
こ
の
こ
と
は
、
右
同
日
を
も
っ
て
、
土
地
所
有
者
が
土

地
に
つ
き
法
的
に
何
ら
の
制
約
も
負
担
も
な
い
、
文
字

ど
お
り
完
全
・
円
満
な
所
有
権
を
回
復
し
た
こ
と
を
意

味
す
る
。
従
っ
て
政
府
が
右
同
日
以
降
に
お
い
て
土
地

を
強
制
的
に
使
用
す
る
に
は
、
新
た
な
使
用
権
の
設
定

行
為
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
そ
の
よ
う
な
権

原
を
発
生
せ
し
め
る
に
足
る
要
件
と
効
果
を
も
っ
た
法

規
の
存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
の
た
め
の

適
正
な
手
続
が
履
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ

な
ら
、
土
地
所
有
者
が
回
復
し
た
完
全
・
円
満
な
所
有
権

を
再
び
制
限
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
民
の

権
利
・
自
由
を
制
限
す
る
の
に
法
律
の
根
拠
な
く
し
て

な
し
得
な
い
こ
と
、
法
治
国
家
の
建
前
上
当
然
の
こ
と

で
あ
り
、
ま
た
国
民
の
権
利
・
自
由
が
実
体
的
の
み
な
ら

ず
手
続
的
に
も
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、

国
民
主
権
主
義
を
と
り
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
宣
言
す

る
（
具
体
的
に
は
憲
法
一
三
条
、
三
一
条
を
根
拠
と
し
て

導
か
れ
る
と
こ
ろ
の
）
憲
法
上
の
当
然
の
要
請
だ
か
ら

で
あ
る
。

（
二
）
し
か
る
に
政
府
は
、
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
「
暫
定

使
用
権
」
が
、「
地
籍
明
確
化
法
」
附
則
六
項
に
よ
っ
て
、

「
復
活
」
し
た
と
主
張
す
る
。「
復
活
」
と
い
う
以
上
そ
こ

に
使
用
権
原
を
新
た
に
発
生
さ
せ
る
と
い
う
法
的
側
面

が
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
る
ま
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば

「
復
活
」
と
い
う
こ
と
は
理
論
的
に
あ
り
え
な
い
か
ら
で

あ
る
。

 

　
そ
れ
で
は
、
右
附
則
六
項
は
そ
の
よ
う
な
使
用
権
原

を
発
生
せ
し
め
る
根
拠
法
令
と
な
り
得
る
で
あ
ろ
う
か
。

附
則
６
項
は
、
そ
の
「
文
言
・
体
裁
」
か
ら
し
て
「
公
用

地
法
」
に
よ
る
「
暫
定
使
用
権
」
の
期
間
の
延
長
を
定
め

て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
一
見
明
白
で
あ
る
。
そ
こ

に
は
、
本
件
土
地
に
つ
い
て
政
府
に
新
た
な
使
用
権
の

取
得
と
い
う
法
的
効
果
を
発
生
せ
し
め
る
要
件
は
何
一

つ
定
め
ら
れ
て
い
な
い
し
、
使
用
権
取
得
の
た
め
の
適

正
手
続
の
保
障
も
全
く
欠
い
て
お
り
、
現
実
に
も
何
ら

そ
の
よ
う
な
手
続
き
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
「
地
籍
明
確
化
法
」
附
則
六
項
は
、「
公

用
地
法
」
に
よ
る
「
暫
定
使
用
権
」
の
存
続
期
間
の
「
延

長
」
を
定
め
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

は
「
公
用
地
法
」
に
定
め
る
「
暫
定
使
用
権
」
が
生
き
て

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
す
る
も
の
で

あ
っ
て
、
死
ん
だ
（
消
滅
し
た
）「
暫
定
使
用
権
」
の
存

続
期
間
を
「
延
長
」
す
る
と
い
う
こ
と
は
論
理
の
矛
盾
と

い
う
ほ
か
は
な
い
。「
暫
定
使
用
権
」
が
消
滅
し
て
し

ま
っ
た
以
上
、
も
は
や
、
期
間
の
「
延
長
」
と
い
う
法
形

式
を
も
っ
て
し
て
は
、
い
っ
た
ん
死
ん
だ
も
の
を
生
き

返
ら
せ
、
消
滅
し
た
権
利
を
「
復
活
」
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。

　
そ
も
そ
も
附
則
六
項
を
ふ
く
む
「
地
籍
明
確
化
法
」

は
、
一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
四
日
の
期
限

が
満
了
す
る
前
に
成
立
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
準
備

作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
「
延
長
」
と
い

う
法
形
式
を
と
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
に
反
対
す
る
広
範

な
国
民
の
世
論
と
運
動
、
野
党
の
反
対
に
あ
っ
て
、
当
初

の
意
図
に
反
し
て
右
期
限
を
徒
過
し
、「
暫
定
使
用
権
」

消
滅
後
の
同
年
五
月
一
八
日
に
成
立
を
み
た
と
い
う
経

過
か
ら
し
て
も
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
「
暫
定
使

用
権
」
を
「
復
活
」
さ
せ
る
た
め
に
は
使
用
権
発
生
の
た

め
の
要
件
と
効
果
を
明
確
に
規
定
し
た
法
形
式
と
実
体

を
兼
ね
備
え
た
立
法
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
あ
る
。「
公
用
地
法
」
に
よ
る
「
暫
定
使
用
権
」
は
、
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一
九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
日
午
後
一
二
時
を

も
っ
て
確
定
的
に
消
滅
し
た
も
の
で
あ
り
、「
地
籍
明
確

化
法
」
附
則
六
項
に
よ
っ
て
「
復
活
」
す
る
こ
と
は
あ
り

え
な
い
。

２  

「
暫
定
使
用
権
」
の
存
続
期
間
の
延
長
は
許
さ
れ
な

い　
い
っ
た
ん
消
滅
し
た
「
暫
定
使
用
権
」
が
「
復
活
」
し

た
と
す
る
政
府
の
主
張
が
い
か
に
根
拠
の
な
い
も
の
で

あ
り
、
法
理
論
と
し
て
成
り
立
ち
得
な
い
も
の
で
あ
る

か
と
い
う
こ
と
は
、
以
上
に
み
た
と
お
り
で
あ
る
が
、

「
暫
定
使
用
権
」の
延
長
と
い
う
こ
と
は「
公
用
地
法
」の

予
定
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
く
違
法
、
不
当
な
許
さ
れ
ざ

る
法
「
改
正
」
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。

　「
公
用
地
法
」
は
「
復
帰
」
に
際
し
て
、
沖
縄
に
お
い

て
軍
用
地
な
い
し
公
共
用
地
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る

土
地
ま
た
は
工
作
物
を
「
復
帰
」
後
も
、
米
軍
用
地
、
自

衛
隊
用
地
ま
た
は
公
共
用
地
と
し
て
引
き
続
き
使
用
す

る
に
つ
き
、
無
権
原
状
態
＝
法
的
空
白
状
態
が
生
じ
る

の
を
防
止
す
る
こ
と
を
ほ
と
ん
ど
唯
一
の
立
法
の
目
的
・

理
由
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
国
会
で
の
審
議
の
過

程
に
お
い
て
政
府
自
ら
が
そ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
言
明

し
て
い
た
。

　
ま
た
、
参
議
院
予
算
委
員
会
（
昭
和
四
六
年
二
月
八

日
）
に
お
い
て
「
公
用
地
法
」
が
審
議
さ
れ
た
際
、
西
村

直
己
国
務
大
臣
は
宮
之
原
貞
光
議
員
の
質
問
に
対
し
、

「
私
は
、
こ
の
法
案
は
５
年
の
期
間
が
過
ぎ
ま
し
た
ら
、

こ
れ
自
体
を
そ
の
後
に
延
長
し
て
や
る
べ
き
も
の
じ
ゃ

な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
」（
参
議
院
予
算
委
員
会
会
議

録
第
６
号
参
照
）
と
答
弁
し
て
い
た
。

　
こ
れ
は
「
公
用
地
法
」
制
定
に
お
け
る
立
法
者
の
意
思

が
使
用
期
間
の
延
長
は
し
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
公
用

地
法
」
の
定
め
る
使
用
期
間
を
確
定
的
期
間
と
す
る
こ

と
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
て
い
る
。
し
か
も
「
公

用
地
法
」
は
、
そ
の
立
法
過
程
の
当
初
か
ら
、
憲
法
に
違

反
す
る
こ
と
が
学
者
そ
の
他
の
識
者
あ
る
い
は
野
党
か

ら
問
題
と
さ
れ
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
使
用
期
間
の
「
五

年
」
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、「
米
軍
用
地
収
用
特
措
法
」

の
「
六
月
」、「
小
笠
原
暫
定
措
置
法
」・「
同
政
令
」
の
「
三

年
」
に
比
較
し
著
し
く
長
期
で
あ
っ
て
、
も
は
や
暫
定
使

用
の
域
を
越
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
右
答
弁
も
当
然
に
そ
の
こ
と

を
踏
ま
え
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
「
公
用
地
法
」
の
内
容
そ
れ
自
体
が
、
公
用
地

法
は
「
復
帰
」
に
際
し
て
の
暫
定
的
な
経
過
措
置
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
（
同
法
一
条
一
項
参

照
）、
か
つ
「
公
用
地
法
」
制
定
後
に
あ
っ
て
も
使
用
権

原
の
取
得
は
、
土
地
所
有
者
と
の
合
意
を
原
則
と
す
る

旨
を
わ
ざ
わ
ざ
明
記
し
て
い
る
が
（
同
二
項
参
照
）、
こ

の
こ
と
は
、「
公
用
地
法
」
が
厳
格
か
つ
例
外
的
に
適
用

さ
れ
る
べ
き
こ
と
、
ま
た
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
国

民
の
権
利
を
尊
重
し
、
国
家
権
力
を
抑
制
す
る
こ
と
を

要
請
し
て
い
る
と
理
解
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
、「
公
用
地
法
」
の
立
法
目
的
な
い
し
理
由
と
そ

の
必
要
性
、
立
法
者
の
意
思
、
法
そ
の
も
の
の
内
容
と
性

格
、
そ
の
解
釈
、
適
用
に
あ
た
っ
て
前
記
の
抑
制
の
原
則

が
と
ら
れ
る
べ
き
こ
と
等
か
ら
し
て
、「
公
用
地
法
」
は

そ
の
五
年
の
使
用
期
間
を
延
長
し
な
い
こ
と
を
法
定
立

の
前
提
条
件
と
し
て
い
た
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

３  

「
地
籍
明
確
化
法
」
附
則
六
項
の
違
憲
・
無
効
性

（
一
） 

第
一
に
、
附
則
六
項
は
、
土
地
収
用
法
規
で
あ
り
、

政
府
の
契
約
拒
否
地
主
ら
所
有
の
軍
用
地
に
対
す
る
一

九
七
七
年
（
昭
和
五
二
年
）
五
月
一
八
日
以
降
の
占
有
・

使
用
は
右
土
地
収
用
法
規
を
発
動
し
て
の
新
規
土
地
収

用
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
附
則
六
項
は
、
土
地
収
用

法
規
に
必
要
不
可
欠
な
、
事
前
に
土
地
所
有
者
の
意
見

を
徴
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
事
前
・
事
後
の
不
服
申

立
、
第
三
者
機
関
の
裁
定
等
の
権
利
者
保
護
の
た
め
の

手
続
を
何
ら
お
い
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
憲
法
三
一
条
の

定
め
る
適
正
手
続
保
障
、
憲
法
二
九
条
の
財
産
権
保
障

に
真
向
か
ら
反
す
る
。

（
二
） 

第
二
に
、
そ
も
そ
も
「
公
用
地
法
」
の
定
め
た
五

年
と
い
う「
暫
定
使
用
権
」の
存
続
期
間
が「
暫
定
使
用
」

の
域
を
は
る
か
に
逸
脱
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す

で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
附
則
六
項

は
、
政
府
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
公
用
地
法
」
に
よ
る
「
暫

定
使
用
権
」
の
存
続
期
間
を
五
年
か
ら
さ
ら
に
一
〇
年

に「
延
長
」し
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、そ
れ
は
、

も
は
や
、
い
か
な
る
意
味
に
お
い
て
も
「
暫
定
使
用
」
の

名
に
よ
っ
て
は
許
容
し
え
な
い
代
物
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
附
則
六
項
に
よ
る
「
暫
定
使
用
権
」
の
「
延
長
」

は
、
適
正
か
つ
合
理
的
な
私
有
財
産
権
の
制
限
・
剥
奪
と

は
い
え
ず
、
憲
法
二
九
条
に
違
反
し
、
そ
れ
自
体
無
効
で

あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　（
つ
づ
く
）

（〔
別
表
〕
公
用
地
暫
定
使
用
法
に
基
づ
く
財
産
権
使
用

状
況
は
略
）
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第
一
〇
八
号
　（
二
〇
〇
〇
年
一
月
二
八
日
発
行
）

市
議
会
と
市
長
が
移
設
受
け
入
れ

熱
か
っ
た
一
二
月
の
沖
縄

可
決
さ
れ
た
移
設
促
進
決
議

連
載
　「
思
い
や
り
予
算
」
訴
訟
・
東
京
（
６
）

第
一
〇
九
号
　（
二
〇
〇
〇
年
二
月
二
八
日
発
行
）

名
護
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

市
長
へ
の
申
し
入
れ
書
（
ヘ
リ
基
地
反
対
協
）

二
〇
〇
〇
年
度
総
会

記
念
講
演
（
安
里
秀
雄
）

資
料
＝
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
（
１
）

集
会
案
内
（
三
月
）

第
一
一
〇
号
　（
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
八
日
発
行
）

今
こ
そ
、
行
動
を

名
護
市
民
の
活
動

新
連
載
・
や
ん
ば
る
便
り
（
１
）（
浦
島
悦
子
）

三
・
一
七
大
集
会
／
集
会
決
議

資
料
＝
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
（
２
）

新
刊
紹
介
　『
子
乞
い
』（
森
口
豁
）
凱
風
社

沖
縄
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
　
二
〇
〇
〇

「
思
い
や
り
予
算
」
違
憲
訴
訟
　
速
報

集
会
案
内
（
四
月
）

第
一
一
一
号
　（
二
〇
〇
〇
年
四
月
二
八
日
発
行
）

肩
の
力
を
抜
い
て

特
集
　
一
坪
排
除
の
陳
情
採
決
問
題

賛
成
議
員
リ
ス
ト

陳
情
書
／
一
坪
反
戦
地
主
会
声
明

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
抗
議
の
訴
え

反
対
討
論
（
伊
波
洋
一
）

沖
縄
・
名
護
の
動
き

沖
縄
民
衆
平
和
宣
言
／
ヘ
リ
基
地
反
対
協
声
明

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
２
）（
浦
島
悦
子
）

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
速
報

東
京
南
部
・
東
京
西
部

資
料
＝
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
（
３
）

新
刊
『
沖
縄
の
素
顔
』（
新
崎
盛
暉
編
）
テ
ク
ノ

集
会
案
内
（
五
月
）

第
一
一
二
号
　（
二
〇
〇
〇
年
五
月
二
八
日
発
行
）

特
集
１
　（
続
）
一
坪
排
除
の
陳
情

公
開
質
問
状
（
一
坪
反
戦
地
主
会
）

五
・
三
私
と
憲
法
の
ひ
ろ
ば
　
新
崎
盛
暉
講
演

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

七
月
の
沖
縄
（
予
定
）

特
集
２
　
名
護
市
民
投
票
判
決

判
決
文
／
判
決
批
判
（
三
宅
俊
司
）

声
明
文
（
原
告
団
）

ジ
ュ
ゴ
ン
保
護
運
動
の
は
じ
ま
り
（
鈴
木
雅
子
）

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
３
）（
浦
島
悦
子
）

沖
縄
交
流
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
二
〇
〇
〇 

　
報
告

所
沢
・
宮
城
・
東
京
東
部
・
三
多
摩

復
帰
二
八
周
年
　
五
・
一
五
集
会

書
評
・
新
刊
『
米
軍
基
地
を
押
し
つ
け
ら
れ
て
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
波
洋
一
）
創
史
社

集
会
案
内
（
六
月
）

第
一
一
三
号
　（
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
八
日
発
行
）

 

特
集
１
　（
続
々
）
一
坪
排
除
の
陳
情

野
党
議
員
は
何
を
考
え
て
い
た
？
（
島
田
正
博
）

公
開
質
問
状
に
対
す
る
回
答
（
概
要
）

質
問
４
に
対
す
る
回
答
全
文

撤
回
を
要
求
す
る
陳
情
「
ネ
ッ
ト
陳
情
団
」

特
集
２
　
損
害
賠
償
法
制
定
運
動

そ
の
重
要
性
と
特
別
立
法
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
海
老
原
大
祐
）

損
害
賠
償
法
（
案
）
／
刑
事
・
民
事
裁
判
概
要

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
４
） 

（
浦
島
悦
子
）

連
載
　「
思
い
や
り
予
算
」
訴
訟
・
東
京
（
７
）

陳
述
書
（
田
村
順
玄
）

新
刊
案
内
『
ア
ソ
シ
エ
「
沖
縄
特
集
」』（
Ｐ
Ｒ
）

集
会
案
内
（
七
月
）

二
〇
〇
〇
年
度

　
　
　

『
一
坪
反
戦
通
信
』　
　（
第
一
〇
八
号
〜
第
一
一
九
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
内
容
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第
一
一
四
号
　（
二
〇
〇
〇
年
七
月
二
八
日
発
行
）

特
集
　
二
〇
〇
〇
年
夏
　
沖
縄

花
は
土
に
咲
く

沖
縄
弁
護
士
会
会
長
談
話

平
和
宣
言
（
わ
び
あ
い
の
里
）

沖
縄
宣
言
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
）

基
地
・
軍
隊
に
反
対
す
る
平
和
交
流
集
会

ド
キ
ュ
メ
ン
ト
　
人
間
の
鎖
　
嘉
手
納
基
地
包
囲

検
問
を
く
ぐ
っ
て
万
国
津
梁
館
・
万
座
ビ
ー
チ
へ

首
脳
会
談
・「
平
和
の
礎
」演
説
に
つ
い
て
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
ヘ
リ
基
地
反
対
協
）

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

わ
い
せ
つ
事
件
・
ひ
き
逃
げ

七
・
一
五
　
米
大
使
館
へ
抗
議
／
抗
議
・
要
求
書

抗
議
・
要
求
決
議
（
緊
急
県
民
総
決
起
大
会
）

 

再
発
防
止
を
求
め
る
会
長
声
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
沖
縄
弁
護
士
会
）

新
刊
案
内
『
沖
縄
米
軍
基
地
法
の
現
在
』

　
　
　
　
　
　
　
　（
浦
田
賢
治
）
一
粒
社

第
一
一
五
号
　（
二
〇
〇
〇
年
八
月
二
八
日
発
行
）

再
改
悪
特
措
法
に
よ
る
新
た
な
強
制
使
用
手
続
き

陳
述
書
（
知
花
昌
一
）

命
を
守
る
会
・
東
京
行
動

請
願
行
動
顛
末
記
（
安
次
富
浩
）

報
告
集
会
／
請
願

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
５
） 

（
浦
島
悦
子
）

連
載
　「
思
い
や
り
予
算
」
訴
訟
・
東
京
（
８
）

陳
述
書
（
富
野
暉
一
郎
）

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

地
位
協
定
見
直
し
沖
縄
県
案
（
全
文
）

集
会
案
内
（
九
月
）

第
一
一
六
号
　（
二
〇
〇
〇
年
九
月
二
八
日
発
行
）

学
習
会
　
南
北
朝
鮮
統
一
問
題

年
表
・
日
誌
／
南
北
共
同
宣
言
（
全
文
）

新
企
画
　
こ
え
・
声
・
こ
え
　
三
鷹
・
横
浜
・
埼
玉

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
６
）（
浦
島
悦
子
）

資
料
＝
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
（
４
）

集
会
案
内
（
一
〇
月
）

連
載
　「
思
い
や
り
予
算
」
訴
訟
・
東
京
（
９
）

陳
述
書
（
新
倉
裕
史
）

新
刊
紹
介
『
沖
縄
は
も
う
だ
ま
さ
れ
な
い
』

　
　
　
　
　
　（
真
喜
志
好
一
ほ
か
）
高
文
研

第
一
一
七
号
　（
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
二
八
日
発
行
）

改
悪
特
措
法
の
も
と
で
の
闘
い

講
演
要
旨
（
新
崎
盛
暉
）

講
演
全
文
（
安
里
秀
雄
）

資
料
　
強
制
使
用
手
続
き
／
裁
決
の
区
分

　
　
　
土
地
強
奪
の
経
過

Ｉ
Ｃ
Ｕ
Ｎ
勧
告
（
要
旨
）

十
区
の
会
　
署
名
提
出
行
動

請
願
書
（
十
区
の
会
）

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

一
〇
・
二
一
県
民
総
決
起
大
会

県
民
総
決
起
大
会
　
決
議
（
抄
）

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
７
）（
浦
島
悦
子
）

新
刊
紹
介
『
沖
縄
の
友
へ
の
直
言
』

　
　
　
　
　
　
　
　（
伊
藤
嘉
昭
）
高
文
研

集
会
案
内
（
一
一
月
）

那
覇
市
長
選
支
援
カ
ン
パ

第
一
一
八
号
　（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
二
八
日
発
行
）

那
覇
市
長
選

カ
ン
パ
の
お
礼
と
報
告

那
覇
市
長
選
　
な
ぜ
？
（
島
田
正
博
）

こ
え
・
声
・
こ
え
　
葛
飾
・
立
川

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
８
） 

（
浦
島
悦
子
）

連
載
　「
思
い
や
り
予
算
」
訴
訟
・
東
京
（
１
０
）

東
京
地
裁
判
決
文
（
抄
）

資
料
＝
知
花
・
古
波
蔵
意
見
書

資
料
＝
審
査
請
求
裁
決
書

集
会
案
内
（
一
二
月
）

第
一
一
九
号
　（
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
二
八
日
発
行
）

普
天
間
基
地
強
制
使
用
　
意
見
書

沖
縄
県
収
用
委
員
会
　
公
開
審
理

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
　
二
〇
〇
一
年
度
総
会

活
動
記
録

規
約
改
正
案
　

連
載
　
や
ん
ば
る
便
り
（
９
） 

（
浦
島
悦
子
）

本
の
紹
介
『
“
隣
人
”
の
素
顔
』

ニ
ュ
ー
ス
ク
リ
ッ
プ

資
料
＝
認
定
・
裁
決
取
消
訴
訟
（
５
）

『
一
坪
反
戦
通
信
』
二
〇
〇
〇
年
　
総
内
容

集
会
案
内
（
二
〇
〇
一
年
）
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■1月17日（水）
・沖縄県収用委員会　第1回公開審理（詳細上記）
■1月21日（日）
・沖縄一坪反戦地主会関東ブロック　総会・講演会

（詳細上記）
・ 「沖縄とともに関西連絡会」第6回総会
13：30～　部落解放センター
記念講演：安里英子（フリージャーナリスト）

■1月25日（木）
・人権の21世紀をつくる文化の集い
18：00～　きゅりあん（大井町駅前）
講演：ピーター・フランクル／大谷昭宏

・関東ブロック　2001年度　総会＆講演会
2001年1月21日（日）　

　すみだ産業会館（9階　会議室4）
13：30～ 14：30　総　会
14：45～ 16：30　講演会

　記念講演：沖縄県収用委員会・公開審理と今後の闘い

知花昌一（反戦地主、読谷村議）

・沖縄県収用委員会・公開審理
第1回：2001年 1月 17日（水）　9：00受付開始、10：00～

　　水産会館（那覇市前島　泊港ターミナルとまりん隣）
　　　　防衛施設局　裁決申請理由の説明
第2回：2001年 2月 23日（金）　時間、場所とも未定

知花昌一さん側の陳述
第3回：日時、場所とも未定

古波蔵豊さん側の陳述

沖縄関連　行事・集会　案内　2001年
http://www.jca.apc.org/HHK/Meetings/Meetings_Oki.html

■2月11日（日）
・浦添市長選（カンパ要請　7頁）
■2月23日（金）
・沖縄県収用委員会　第2回公開審理
■2月27日（火）
・米軍用地収用特措法違憲訴訟　第19回口頭
弁論（最終）
 13：30～ 15：00　那覇地方裁判所

■3月3日（土）
・阿波根昌鴻さん　100歳のお祝い

 沖縄・伊江島

　
戦
後
す
で
に
半
世
紀
、
二
十
世
紀
も
あ

と
数
日
で
幕
を
閉
じ
よ
う
と
し
て
い
る
の

に
、
愚
か
さ
の
象
徴
で
あ
る
基
地
・
軍
隊

は
依
然
と
し
て
健
在
だ
。
在
日
米
軍
基
地

の
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
押
し
つ
け
ら
れ
、

本
島
の
二
割
を
米
軍
基
地
に
占
拠
さ
れ
て

い
る
沖
縄
に
、
政
府
・
県
・
市
が
一
体
と

な
っ
て
新
た
な
基
地
を
建
設
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
時
代
錯
誤
の
愚
行
に
対
抗

す
る
切
り
札
が
ジ
ュ
ゴ
ン
の
存
在
と
は
情

け
無
い
。軍
隊
は
民
衆
を
守
ら
な
い
し
、基

地
と
セ
ッ
ト
の
振
興
策
で
は
地
域
の
自
立

は
不
可
能
だ
。
人
権
・
経
済
問
題
を
正
面

に
据
え
た
反
基
地
運
動
の
構
築
が
必
要
だ
。

　
数
百
億
円
を
浪
費
し
た
沖
縄
サ
ミ
ッ
ト

は
世
紀
の
愚
行
と
し
て
記
憶
さ
れ
る
。
名

護
へ
の
基
地
建
設
の
圧
力
は
強
ま
っ
て
い

る
。
那
覇
革
新
市
政
は
三
五
年
の
幕
を
閉

じ
、
市
庁
舎
に
「
日
の
丸
」
が
揚
が
ろ
う

と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
〇
年
は
い
ば
ら
の

年
だ
っ
た
。
し
か
し
、
嘉
手
納
基
地
包
囲

の
成
功
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
新
た
な
民

衆
運
動
の
胎
動
も
あ
る
。
朝
鮮
半
島
統
一

へ
の
動
き
も
急
だ
。
反
戦
地
主
の
み
な
さ

ん
も
健
在
。も
ち
ろ
ん
一
坪
反
戦
地
主
も
。

　
普
天
間
の
強
制
使
用
手
続
き
が
始
ま
っ

た
。
来
年
早
々
、
公
開
審
理
が
始
ま
る
。
来

年
も
、
基
地
・
軍
隊
を
な
く
す
た
め
に
楽

し
く
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
だ
。

二
十
一
世
紀
も
よ
ろ
し
く
。
　
　（
ま
）

編
集
後
記


